
 

 

 

 

 

 

平成２８年３月５日（土）午後１時３０分～４時 

赤穂市総合福祉会館  ３階集会室 
 

◆福祉協力校実践発表◆ 

  ①塩屋小学校 

  ②高雄小学校 

  ③有年小学校 

  ④赤穂中学校 

◆ 講 演 ◆ 

 「学校から家庭・地域へつながる福祉教育 

      ～地域とともに学ぶ子どもたちの豊かな心の育成～」 
大阪教育大学 教育学部 教養学科 人間科学講座  

                                  准教授 新崎 国広 氏 
 福祉教育は、学校で行われる児童・生徒を対象とした福祉教育がすべてではありません。 
すべての人に“身近な福祉”に気づいてもらうキッカケとなるものです。 

分かるようで分からない、そんな“身近な福祉”について考えてみませんか？ 

 

※自治会・民生委員児童委員・福祉推進委員・老人会・学校・子ども会・サロン・福祉団体・

ボランティア・パートナーサービスモデル地区・労働組合・企業など、関心のある方な

ら、どなたでもご参加できます。 

※２月２６日（金）までに、電話またはＦＡＸにてお申込みください。 

 

主催・申込先 

 赤穂市社会福祉協議会（赤穂市中広２６７番地 総合福祉会館内） 

 電話：４２－１３９７  ＦＡＸ：４５－２４４４ 

福祉協力校とは？ 

 社協では、共同募金の財源を活用して、市内の小・中・

高校１６校を福祉協力校に指定し、児童・生徒に福祉の心

を学んで頂きたいと福祉体験学習や障がい者との交流の機

会を提供しています。さらに、福祉協力校では、調査・募

金・住民との交流等ユニークな活動がされています。 

 


